
2. H24年度成果等
H24年度ナノテクノロジープラットフォームの利用実績

参考：成果非公開
利用件数：246件
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H24年度の支援成果事例(1)
微細構造解析プラットフォーム支援例

超構造セラミックスの1次元電気伝導機構
a東北大学WPI-AIMR, b IBM Zurich Research Laboratory

a斎藤光浩, a王中長, a着本享, b Johannes Georg Bednorz
課題：超構造セラミッ
クスであるチタン酸ラ
ンタン(LaTiOx)に含

まれる酸素成分の割
合を変化させること
で、電気の流れ方が
劇的に変化する現象
のメカニズムを、最
先端電子顕微鏡お
よび理論計算を用い
て明らかにする。

結果：従来は原子の位置や種
類まで見られる顕微鏡はなく、
セラミックスで電気の流れ方が
変わる仕組みは分かっていな
かった。支援研究チームでは、
超高分解能走査透過型電子
顕微鏡を使い、酸素の量を変
えて合成したチタン酸ランタン
を観察し、酸素の量が13%増

えると内部の原子配列が変わ
り、電気が流れるような通路が
できることを明らかにした。
This work was conducted 
in the Research Hub for 
Advanced
Nano Characterization at 
the Univ. of Tokyo 
supported by MEXT of 
Japan.

文部科学省ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ平成25年度 成果報告会資料

図１ 超構造セラミック
ス LaTiOxの高角環状
暗 視 野 像 (HAADF-
STEM像)

図2 (a)超構造セラミックスLaTiOxのHAADF-STEM像
(b)La原子とTi原子の原子分解能組成マッピング像 (c)
原子構造モデル (d)Ti原子の電子状態のサイト依存性
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H24年度の支援成果事例(2)
微細加工プラットフォーム支援例

シリコンエレクトレットマイクロホンの開発
aリオン株式会社, b一般財団法人小林理学研究所 樹所 賢一a，伊藤 平a，山田 綾子a，安野 功修b

課題：超小型化、量
産化可能なMEMS
マイクロホン開発。
感度-42dB,周波数
帯域30Hz~20kHzを
達成。

振動膜の厚さ制御が
課題の一つ

結果：アルカリ溶液による
シリコン異方性エッチング
の際、ボロン拡散によって
作製したP++層をエッチス

トップとして利用し、厚さ約
3μmのシリコンメンブレン
構造を得た（図1）。深さ方

向のボロンの濃度分布条
件出しを行い、所望の厚さ
とした。

開発中のエレクトレットマイ
クロホンは、構造とMEMS
プロセスの工夫により、従
来品より低ノイズで、かつ、
特性の揃ったマイクロホン
となることが期待でき、生
体計測や環境計測など、
幅広い分野での応用が考
えられる。

NHK放送技術研究所「技研公開2013」
において一般公開された、防沫仕様1/4
インチ小型マイクロホン

作製したメンブレン構造

文部科学省ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ平成25年度 成果報告会資料
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H24年度の支援成果事例(3)
分子物質合成プラットフォーム支援例

リチウムカチオン内包フラーレンの分析と応用
a東北大学大学院理学研究科附属巨大分子解析研究センター, bイデア・インターナショナル株式会社, 
c東北大学原子分子材料科学高等研究機構 權 垠相a, 笠間泰彦b, 浅尾直樹c

課題：イデアインターナ
ショナルではリチウムイ
オン内包フラーレンの合
成・単離に成功。蓄電材
料応用に向けて、構造
物性を明らかにする。

結果：蓄電デバイスへの応用を
検討した。リチウムカチオン内包
フラーレン[（Li+@C60)・PF6-]の
構造解析を高磁場NMR分光法

を用いて行い，内包されているリ
チウム核の正確な化学シフトや
運動性の情報を得た。

フラーレン間の隙間がイオンの
通路となり、フラーレンの回転運
動と連動しながらイオンが移動
するため，室温領域でも十分高
いイオン伝導度を発現する。

「学のシーズ」と「産のニーズ」が
合致することにより生まれた。エ
ネルギー革新技術としての“蓄
電池”の先端的技術開発につな
がるものと考える

(Li+@C60)・PF6-の構造と７
Li固体NMRスペクトル

全固体型蓄電デバイス模式図
文部科学省ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ平成25年度 成果報告会資料
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成果普及・交流促進

◇成果報告会(H25.10.17）等
◇nano tech 2014 展示会、事業説明会
(総合シンポジウム：同時開催、2014年1月31日)
日時: 2014年1月29日(水)～1月31日(金)
場所: 東京ビックサイト(東京国際展示場)

http://www.nanotechexpo.jp/

2013年2月1日の総合ｼﾝﾎ
ﾟｼﾞｳﾑ並びに展示会様子
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３．研究開発プラットフォーム委員会の調査検討に資する取組

3.1 共用プラットフォーム構築に係る問題点

3.2 利用者からの評価・要望

3.3 他の共用プラットフォームとの連携

3.4 人材育成・確保に向けた取組内容

3.5 イノベーション創出に資する取組内容など
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３．１ 共用プラットフォーム構築に係る問題点と課題解決に向けて

１）支援に関わる活動の統一的な進め方と意識共有
・運営統括会議 - 各PF運営委員会 – PF代表者会議 – 総会
・各実施機関訪問
２）PF課題の抽出と解決に向けた取り組み：
・PF連絡調整会議

H25年に主に議論された内容：

①スタッフの絶対数の不足、②役割分担の明確化、③評価基準の
設定、④遠方利用者への対応、⑤ユーザーアンケート、⑥外部共
用率の定義、⑦利用報告書、⑧「設備群」の定義、⑨年度末利用
料徴収、⑩利用形態の定義、⑪海外法人への支援、⑫企業による
商用利用、⑬新規ユーザーの獲得

・タスクフォース（技術支援者の確保とキャリアパス、10年後のある
べき姿）



1. 利用者： 大学54%、公的機関7.6%、企業21.5%、ポスドク2.1%、学生13.3%、その他1.5%
2. 年齢層：20代17.5%、30代32.7%、40代26.3%、50代以上23.6%
3. 利用者：関東>京阪>中部>北海道>中国>九州
4. 研究領域：工学材料20%、応物基礎13.2%、電気電子工学11.9%、材料化学11%、プロセス
9.1%、複合新領域7.1%、機械6.2%等
5. 利用のきっかけ：ﾅﾉﾌﾟﾗｯﾄ関係者紹介55.8%、職場関係26.2%、HP等8%、学会等2.4％等
6. ナノプラット利用経験：なし53.3%、あり46.7%
6.1 PF利用経験者：微細構造解析28.2%、微細加工58.9%、分子物質合成12.8％ （総数436）
7. 当該実施機関利用：新規36.8％、経験あり63.2%
7.1 当該実施機関利用経験：3回以上67.1%、2回16.6%、1回16.3%

8. 満足度
8.1 利用手続き：満足・十分73.6%、普通24.6% （総数910）
8.2 装置：満足・十分89.1％、普通9.5% （総数907）
8.3 技術サポート：満足・十分88.3%、普通9.9% （総数906）
8.4 利用料：安い・やや安い26.8％、普通50.7%、やや高い・高い12.5% （総数819）
8.5 当該実施機関の再び利用： 希望あり99.4％、なし0.6% （総数906）

9. センターの対応（センターに相談した利用者）
9.1 窓口対応：満足・十分82.4％、普通17.2%、不十分・不満0.5％ （総数425）
9.2 連携推進マネージャー:満足・十分78.7％、普通20.6%、不十分・不満0.5％ （総数436）

３．２ 利用者からの評価・要望
H24年度ナノプラット利用者アンケート：回答者数934



１．利用方法
◆WEB等の簡便な方法で予約・使用状況を知りたい
◆予約から利用までの期間短縮（せめて１ヶ月程度）
◆１回の申請手続きで複数機関を跨って利用したい
◆利用手続きの簡素化、利用料算出方法を判りやすく
◆申請前に利用講習を受けたい
◆利用時間帯の延長（夜間や土日休日）

２．装置関係
◆装置の適時アップグレード、充実
◆成膜関連装置の拡充

３．スタッフ、技術支援者
◆装置数に対する技術スタッフの人数が少ない印象、増員が必要
◆英語のできる技術スタッフを希望
◆技術支援には（学生ではなく）スペシャリストを希望
◆テーマ立ち上げ初期段階にある研究者への技術支援充実

４．プラットフォーム／センターへの要望
◆プラットフォーム全体での装置／技術検索を簡便に
◆大学研究者には、交通費や利用料がかさんで使いづらい
◆生物・医学系研究者にも有効、広くＰＲを
◆企業にとって敷居を下げる取り組みが必要

H24年度ナノプラット利用者の主な要望・意見について
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